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東日本大震災の長期的影響と今求められる支援者支援
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震災復興心理・臨床教育センターでは、2011年9月より被災者や被災者を支援する立場の人々に、心

理教育による研修や個別相談などを無償で提供してきた。2018年1月、これまでの心理支援だけでなく、

医療、教育、福祉などの分野にわたって総合的・長期的な支援体制を構築するために、一般社団法人

東日本大震災子ども・若者支援センターを新たに設立した。本稿では、本センターに寄せられた相談

内容や利用者数等をもとに、1年間の振り返りを行いながら、今年度行われたいくつかの具体的な取り

組みを中心に報告する。
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1．はじめに

　東日本大震災以降、子ども・若者はそれぞれに

震災の体験を背負い、身を削りながら学び続けて

いる。専門的な支援に繋がることができた子ど

も・若者もいれば、支援が必要と判断されるにも

かかわらず、専門的な支援に繋がることができな

かった子ども・若者もいる。彼らの中には、被災

したふるさとの復興や自分の体験を次の世代に繋

げたいと願い、活動の場を求めている若者もいる。

こうした子ども・若者が震災の体験を抱えながら

成長し、大人になっていくためには、継続的・総

合的に支援を続ける体制を構築すべきである。

　阪神淡路大震災では、20年間の支援の必要性

が語られているが、さらに広域で厳しい被害を受

けた東日本大震災では、それ以上の期間の支援が

必要である。しかしながら、これまでの子ども・

若者支援に見る限り、総合的・長期的な支援体制

が構築されているとは言いがたい。

　筆者らは、2011年9月以降、震災復興心理・臨

床教育センターを立ち上げ、被災者や被災者を支

援する立場の人々に、心理教育による研修や個別

相談などを無償で提供してきた。今後は、子ども・

若者の成長と発達を、被災体験を抱えながら成長

する子どもの視点を踏まえ、心理だけではなく、

医療、教育、福祉などの分野にわたって総合的・

長期的に支援することが必要である。そこで筆者

らは、震災復興心理・臨床教育センターの事業を

引き継ぎ、これまでよりも総合的・長期的な支援

体制を構築するため、一般社団法人東日本大震災

子ども・若者支援センター（EJセンター）を新

たに立ち上げることとした。本稿では、2018年

度のEJセンターの活動についてその概要を報告

する。

2．本年度のEJセンターの活動概要について

　本年度のEJセンターの利用者（2018年12月現

在）は、延べ4567名の利用があった（Figure1）。

活動内容別にみると、2015年度からの傾向に引

き続き、アウトリーチ活動に関する利用が最も多

くなっており、2018年度は前年度よりも延べ960

名以上も多い利用があった。これまで述べてきた

ように、EJセンターに寄せられた相談内容の大
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半は、子どもの暴言・暴力といった衝動的で攻撃

的な行動への対応であった（柴田ら、2017; Shi-

bata, 2019）。今年度は、こうしたアウトリーチ活

動を引き続き活動の軸にすえながら、その他に下

記の事業を主に展開してきた。以下順に報告する。

1）�学童保育のスタッフを対象とした連続講座の実施

　本年度は、県内の学童保育のスタッフを対象と

した連続講座を企画した。研修のタイトルは、学

童保育における子ども育て ―「子どもは宝」の

視点から―とし、学童保育に携わるスタッフと発

達心理学・心理療法学者が、保護者との連帯を意

識した大人同士の安全で創造的な対話の積み重ね

から、子どもたちに「今、ここで」「どこに向かっ

て」「具体的に何に取り組むのか?」を伝え、共

に働けるようになることを目的とした研修をおこ

なった。講師には前国際基督教大学准教授の西川

昌弘先生をお迎えし、月に一度の割合で日曜日の

午前中に仙台市内の会場にて5回の研修をおこ

なった（同一の内容のものを前期、後期と二度行っ

た）。参加者数は合計で20人であった。

　研修内容は具体的に以下の通りであった。第一

週は、学童保育スタッフが出会っている課題の共

有、トラウマ治療1「気候の呼吸法による五感の

覚醒」を、第二週は、学童保育における子どもの

攻撃行為、トラウマ治療2「二者一対場面におけ

る個人の心的安全空間の構成」を、第三週は、学

童期の子どもの発達段階と親（保護者・職員）の

養育課題、トラウマ治療3「二者の協力によるノ

イローゼとは違う内的対話の実現」を、第四週は、

学童保育における活動目標の探求、手を使った工

作活動の実際を、第五週は、まとめと今後の課題

の整理と共有をそれぞれテーマにした研修がおこ

なわれた。参加者は、回を重ねる毎に自己の学童

保育上の課題に対する認識が深まる様子であった。

いくつかの問題が改善されたとの報告もあり、次

年度も継続が期待されている。

2）�震災後7年が経過した、県内の気になる子ども

の心身状態に関する調査

　筆者らは、震災後7年以上が経過した現在、気

になる子どもの心身状態についてどのような特性

が見られるかを明らかにすべく、質問紙調査を

行った。本調査では、宮城県内の11保育所を対

象とし、各所の保育士が気になる子であると認識

している119名を対象とした。そのうち、欠損値

を含んだ11名を除いた108名分の回答を分析に

用いた（男：74名、女：34名、平均年齢4.11歳、

SD：1.28）。調査を実施するにあたり、気になる

子どもの行動尺度を作成した。予備調査および筆

者らによる保育所での研修会や事例検討で頻出さ

れるエピソードをもとに、41の項目を新たに作

成した。回答者は、自身が想定した気になる子ど

もについて、「全く見られない」から「かなり見

られる」の10段階で評定を行った。その他、回

答者の基本属性として勤務地、保育所名、在所児

の人数構成、想定する子どもの年齢と性別を記入

した。なお、上記の全ての保育所において、調査

への協力について口頭で了承が得られた。その上

で、筆者らのうち1名以上が訪問し、口頭にて調

査の目的や記入方法を改めて説明し、気になる子

どもの1名毎に質問紙に回答してもらった。

　気になる子どもの行動尺度41項目に対して

SPSS（Version.23）を用いた因子分析を行った（最

尤法・プロマックス回転）。第1因子は，「他の子

どもを叩く」、「自分の思い通りにいかないと手が

でる」といった項目に高い因子負荷を示している

ことから、「衝動性」、第2因子は、「落ち着きが

ない」、「着席が期待されている場面で立ち歩く」

といった項目に高い因子負荷を示していることか

Figure1　 年度およびEJセンターのプログラムごと
の参加者数
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ら、「愛着不全性」、第5因子は、「生活のリズム

が乱れている」、「夜寝るのが遅い」といった項目

に高い因子負荷を示していることから、「生活リ

ズム安定性」因子と名づけた（Table1）。それぞ

れの因子のα信頼性係数は、α＝ .924、.898、.842、 

.882、.869と十分な値であった。

ら、「多動性」、第3因子は「コミュニケーション

能力が乏しい」、「言葉が少ない」といった項目に

高い因子負荷を示していることから、「コミュニ

ケーション能力」、第4因子は「保育士と個別の

関わりを求める」、「保育士のそばにばかりいる」

といった項目に高い因子負荷を示していることか

Table1　気になる子どもの行動尺度の因子分析結果 

 

内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
他の子どもを叩く
自分の思い通りにいかないと手がでる
他の子どもを蹴る
怒りっぽい
おもちゃを投げる
突然キレる
他の子どもとトラブルになる
暴言を吐く
気持ちのコントロールが難しい
他の子どもに噛みつく
落ち着きがない
着席が期待されている場面で立ち歩く
我慢ができない
一つの物事に集中できない
いつも体のどこかが動いている
高いところにのぼるなどの危険な行動をとる
大人に対して無礼な振る舞いをする
切り替えが難しい
注意されているときに笑う
コミュニケーション能力が乏しい
言葉が少ない
目が合わない
気持ちが上手く表現できない
1人で遊んでいる
言葉の発達が遅れている
相手の気持ちが理解できない
保育士と個別の関わりを求める
保育士のそばにばかりいる
保育士に甘える
かまって欲しい
知らない大人にベタベタと触る
生活のリズムが乱れている
夜寝るのが遅い

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ（衝動性）
Ⅱ（多動性）
Ⅲ（共感性）

Ⅳ（愛着不全性）
Ⅴ（生活リズム安定性）



（11）東日本大震災の長期的影響と今求められる支援者支援

　次に全質問項目の合計得点および下位尺度ごと

の合計得点について、津波被災地域に存在する保

育所か否かと回答者によって想定された所児の性

別で分散分析を行った（Figure2）。その結果、全

質問項目の合計得点における性別の主効果にのみ

有意な傾向がみられた（F（1, 104）=3.10, p=.081）。

　調査結果より、震災から7年後の子どもの気に

なる子どもの心身の状態について、「衝動性」「多

動性」「コミュニケーション能力」「愛着不全性」「生

活リズム安定性」という5つ因子が抽出された。

ただし、居住地域による有意な差はみられなかっ

たことから、沿岸被災地の保育所に通う子どもが

それらの特性をより有しているとは言いきれず、

他の都道府県の保育所への追加調査を今後実施し

て比較検討する必要があるものと考えられた。

3）�若者たちにおける語りの場作りを目指したシン

ポジウムの開催

　本センターでは2018年8月26日にシンポジウ

ムを開催した。シンポジウムでは、震災を経験し、

現在高校生、短大生、大学生となった若者を中心

に、新たな一歩を踏み出すきっかけが今どのよう

に自分の中で位置づいているのか、そして今後ど

のようなことをしていきたいか等を話してもらう

ことにした。第二部では登壇者と参加者を交えた

ワールドカフェを通じ、復興や防災、まちづくり

への新た一歩を子ども・若者がどう踏み出すか、

踏み出そうとする彼らを地域がどのように後押し

できるか、一緒に考えた。以下に、当日発表を行っ

てくれた学生の感想を紹介する。震災の経験から

一歩踏み出した学生たちは、各々次のステージを

見据えており、これまでの活動をいかにして後輩

へと繋いでいくのかということが、これからの課

題となっているようであった。

Project“M”�小野寺�翔

　今回の意見交換会は、これまでよりも、「若者

がお互いの未来を語り合う」という要素が重視さ

れた内容になったと思う。一部では、大学生になっ

た山田町のZoo caféメンバーの報告から始まり、

福島の学生からの報告、アメリカから帰国した同

級生の報告から、私の報告へと続いた。これまで

も意見交換会は数を踏んできたが、今回新鮮だっ

たのは、団体の活動報告ではなく“私個人の震災

からこれまでの歩みと、これからの展望 若者向

けに”発表するという点だった。

　私的な内容となったが、発表を通して、震災か

ら現在までの7年半の経過の中で、自分がどのよ

うな影響の元にどんな選択をしてきたのかを改め

て整理することができた。二部では、登壇した若

者を中心として、若者と支援者を混ぜたグループ

に分け、ワールドカフェを用いたワークショップ

が行われた。ワークショップには一部傍聴の学生

も数名参加したが、故郷の後輩も参加してくれて

いたのは非常に嬉しかった。しかし、全体的には

若者の参加者が少なかったので、活動に意欲が

あって思いのある学生をもっと巻き込めれば良い

のかなと感じた。今後の活動の継続には、自分た

ちも関わっていくものの、世代交代という意味で、

学生の時間の中で私たちが行ってきたことの火種

を次に世代に渡すということも必要だと思う。

　私も来年度からは社会人となるので、次の学生

のチェンジメーカーをどのように生み、育てるか

を考えるためにも、このように若者たちが集う機

会と場所は継続的に作っていければなと思う。

Figure2　 回答者が想定した所児の性別ごとの全質
問項目の合計得点エラーバーは標準偏差
を示す。
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Project“M”阿部成子

　今回の意見交換会は、発表の中でも言った通り、

帰国前から楽しみにしておりました。というのも、

この意見交換会は自分が震災後に行ってきた活動、

その中で感じた気持ちの変化を人に話す事で自分

なりに整理する、とても貴重な場です。今回は特

に、1年ぶりの参加となったので、Project“M”

のメンバーも含め、皆様の新たな一歩を知ること

ができて、大変刺激的な時間になりました。私自

身も、留学の総括を発表する機会が帰国後初めて

でしたし、これからもなかなかこのような機会は

ないと思うので、しっかりと自分の1年を振り返

るきっかけを作ってくださった点においても、森

田先生をはじめ東日本大震災子ども・若者支援セ

ンターの方々、森田ゼミの学生の皆様には大変感

謝しております。私ごとではありますが、この1

年の留学で得た経験は、私の人生の中で東日本大

震災に次ぐ重大なものだったと感じております。

学んだことを常に振り返り、人に伝え、活かして

活動していくことが、この留学を可能にしてくれ

た多くの人々への感謝を伝える方法だと思ってお

ります。まだまだ未熟ではありますが、常に学ぶ

意思を持ち、成長していきたいと思いますので、

これからも変わらずに見守って頂けたら幸いです。

山田町Zooカフェ　上沢りえ� �

（岩手県立大学盛岡短期大学部1年）

　第1部では、宮城県出身の皆さんと福島県出身

の皆さんの報告を聞き、他県で行われている活動

について、より深く聞くことができました。福島

県出身の二人が、高校1年生であるにも関わらず、

堂々と報告する姿に感動しました。宮城県南三陸

町出身の阿部成子さんの報告は、個人的にもとて

も参考になるもので、留学していた1年間に行

なった活動内容やその量に驚きました。アメリカ

国内の3つの地域に行き活動したということで、

行動力があってすごいなと思いました。私は2週

間ほどアメリカ研修に行くので、実り多き研修に

したいと感じました。

　第2部では、「この夏、困ったこと」「最近モヤ

モヤしていること」「今後、やってみたいこと」

の3つの簡単なテーマで話が展開されたため、と

ても話しやすかったです。進路のことでモヤモヤ

していましたが、多くのアドバイスを頂いたので、

参考にしたいと思いました。また、今後のカフェ

についての提案も頂いたので、その提案を山田に

持ち帰り、実現できるか話し合いたいと思いまし

た。今回は、3回に分けてグループで話し合った

ため、発言する機会が増え、高校生から大人まで

多くの意見を聞くことができました。良い刺激に

なりました。また様々なお話を聞くのが楽しみで

す。

山田町Zooカフェ　小林未空� �

（盛岡大学短期大学部1年）

　私は今回の意見交換会に参加してZoo cafeにつ

いて発表するときはとても緊張しました。高校生

の意見を聞いて、高校生なのに内容も濃くてすご

いと思いました。発表にしっかりと自分の気持ち

も入れていてとてもすごいと思いました。Project

“M”の意見を聞いて、自分の過去の話とかもあ

りとても聞きやすいと思いました。留学の話も聞

けて面白かったし留学をしたことが他の人にはな

い強みになるということを聞いてすごいと思いま

した。

　ワールドカフェの時は自分の意見を真剣に聞い

て頂き、とても話しやすかったです。Zoo cafeの

後継者がいないという話をしたら解決策をたくさ

ん考えて頂き、「学校の先生に協力してもらい後

継者を探す」「役場に協力してもらい後継者を探

す」などたくさんの意見を頂き、ありがたかった

です。質問されて上手く答えられない時は細かく

説明してくれて分かりやすかったです。グループ

を30分ごとに変えたことにより様々な人とお話

ができたのでよかったです。今回の意見を今後に

役立てていけるように頑張りたいです。

山田町Zooカフェ　佐々木麗緒� �

（盛岡大学1年）

　今回の意見交換会では、踏み出した一歩を聞く
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ことができて自分ももっと頑張ろうと思いました。

いろんな人たちの前で話すのは何回もしているけ

ど緊張しました。いつもうまく喋れないので、もっ

としっかりとしたことを堂々と喋れるようにした

いです。福島の高校生たちの話を聞いて、福島と

の違いなどを感じました。高校生なのに堂々と話

していてすごいなと思いました。南三陸の人たち

の話は自分のやりたいことをやっていて、やっぱ

りすごいなと思いました。自分もいま出来ること、

やりたいことをしていきたいと思いました。また、

これからの将来についてもしっかりと考えていき

たいと思いました。

　ワールドカフェでは、最初は緊張しましたが、

いろいろな人たちと楽しく話をすることができま

した。自分と同じ考えの人や自分と違う考えを

持っている人と話すことでたくさんの意見を聞く

ことができました。これからのカフェについても

もっと考えていきたいと思いました。

　これからもこのような活動に参加したり、レイ

ンボーハウスでみんなでいろいろな活動が出来た

らいいなと思いました。いつもたくさんの方々が

話を聞いてくださったり、応援してくださってい

てありがたいと思いました。

山田町Zooカフェ　髙村侑奈� �

（青森中央短期大学1年）

　自分たち以外の発表を聞いて、思うことがあっ

たり、高校生がとってもしっかりしていてすごい

なと思いました。高校生や阿部成子さん、三瓶諒

くん、小野寺翔さんの発表も聞いてみて自分たち

以外にもいろいろな活動をしていて、それぞれ震

災を経験して今の自分にできることを実践してい

て、行動に起こしているのがすごいと感じました。

　ワールドカフェではメンバーが変わり、色々な

人の意見を聞くことができとても勉強になりまし

た。メンバーが変わって緊張して話し合いに参加

できるか不安だったけれど、自己紹介の際にテー

マを交えて自己紹介をするというのがあったので

その後の話し合いがとてもスムーズにいくことが

できたので良かったです。Zoo Caféのことについ

ての意見を頂いたり、その他今後やってみたいこ

となど共有することができたのでとてもよかった

です。Zoo Caféの後継者についてもたくさんアド

バイスをいただいたり、活動についてのアドバイ

スをいただいたりとても良い意見交換会だったな

と思いました。

山田町Zooカフェ　湊日和� �

（岩手県立宮古高等看護学院1年）

　今回の意見交換会に参加して、たくさん勉強に

なりました。同じ年代の方の発表で、前回の時よ

りも新しい話が聞けて良かったです。高校1年生

の発表では、自分が高校1年生のときと比べもの

にならないくらいしっかりしていて、刺激になり

ました。レスパイトの活動について分かりやすく

発表していて、レスパイトの活動に興味を持ちま

した。機会があればレスパイトの活動に参加して

みたいです。留学した大学生の話やきっかけ、南

三陸町出身の大学生の昔話なども聞けて勉強にな

りました。Project“M”という活動では東洋大学

の学生も呼んで一緒に活動に参加したいと話して

いて、自分たちも次に向けて何か考えていかなけ

ればならないと感じました。さらに、自分たちの

活動も発表することができました。

　各グループに分かれての意見交換では、全体の

テーマをもとに話し合いました。自分たちの活動

のことを話すだけでなく、他の地域のことも知り、

課題について一緒に考えることができました。と

ても話しやすい環境だったので、Zoo cafeのこと

だけでなく自分の将来の話もすることができまし

た。久しぶりに関われた人もいたので楽しかった

です。ありがとうございました。

三瓶諒� �

（青森公立大学1年）

　今回は〇〇さんからお誘いをいただき、急遽で

はありましたが、意見交換会に参加させていただ

きました。参加しようと思った理由は、以前より

も知識が増え、より正確に自分の言いたいことが

伝えられるということと、他の人の考えを聞き自
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分の考えをより深める良い機会になると思ったか

らです。

 私は、高校時代から、地域の人に積極的に働き

かけて行動する友人を見て、「自分も何かしな

きゃ」と感じていたものの、「何をすればいいの

かわからない」という状態に陥って苦悩していま

した。しかし、今回の意見交換会に参加し、話を

したり聞いたりしたことで、自分の中で何がした

いのか少し整理ができたような気がしています。

今後は、地元である福島県双葉郡の復興の現状を

伝えられるようなツアーを企画したいと考えてい

ます。近い未来、日本中の地方で起こる人口減少

という問題に、一足先に直面した東北の被災3県

でそのような活動を行って、どのように復興して

きたのか伝えることには大きな意義があります。

また、今回のような「話せる場」を地元でも作り、

「何かしたいけど何をすれば良いのかわからない」

と悩んでいる中高生の後押しができたら良いので

はないかと考えております。

4）�北海道胆振東部地方を震源とする地震の支援

について

　2018年9月6日3時7分に、北海道胆振地方を

震源として発生した地震について、安平町災害ボ

ランティアセンターから「子どもの心のケア」の

支援要請を受けて、現地入りして関係者から情報

収集及び教育関係者への支援を行った。特に、今

回の報告では、災害時の初動体制に着眼して報告

を行う。

第1回支援活動（2018年9月12日から14日）の

概要とポイント

　地震発生当日からFacebookとメールで少しず

つ現地の情報が入り始めた3日後（9月9日）、メー

ルとFacebookを使って、震源地にほど近い安平

町のこども園園長（後に安平町の災害ボランティ

アセンター長として活動）に連絡を取って、子ど

もたちと保育者への支援が必要かどうかの確認を

行った。同時に、東日本大震災子ども・若者支援

センターと連絡を取りながら、日本臨床発達心理

士会に災害派遣の要請が安平町災害ボランティア

センターからあったことを報告した。その後、災

害支援の事前準備が整ったところで、3日間の日

程で現地での情報収集を行った。この当時の様子

を振り返ると、安平町内の子育て拠点となってい

るこども園の園長が災害ボランティアセンターを

兼任したことで、情報収集と意思決定が迅速に行

われたことが伺える。

　地震発生から6日後の支援活動初日の現地の様

子について、安平町のこども園の様子はウッド

デッキなどの破損が見られる部分の撤去が進んで

いるものの、廃材が園庭に積まれたままになって

いた。また、園舎など周辺の建物では断水の影響

でトイレの水が使えない状況となっていた。子ど

もたちの様子について、登園している子どもは普

段と状況が違うためにテンションが上がっている

という事前報告を受けていたが、サポート当日は

落ち着いているように見受けられた。比較的、地

域のネットワークが温存されている状況が確認さ

れた。

　また、震源地にさらに近い厚真町の教育関係者

の様子を確認するため、アポイントなしで小学校

とこども園を訪問した。その際、特別支援学級に

通っている自閉症児が震災後に赤ちゃん返りの症

状が見られること、さらに母親が不安を抱えてい

るのでカウンセリングが必要な状況であることが

小学校の養護教諭から情報提供があった。支援活

動初日は、教育関係者からのヒアリングを行うこ

とで、災害時の心理的支援のニーズを把握するこ

との重要性を確認した。

　支援活動二日目。既に現地入りしている臨床心

理士から、北海道NPOサポートセンターと全国

災害ボランティア支援団体ネットワーク

（JVOARD）が主催する「平成30年北海道胆振東

部地震　情報共有会議」が苫小牧市で開催される

との情報を得て、情報共有会議に参加した。今回

の災害支援では、この情報共有会議に参加し、行

政、NPOなどの災害ボランティア、心のケア団

体など、各団体からの災害弱者への支援状況が手

際よく書き出され、災害支援の現状と課題を確認



（15）東日本大震災の長期的影響と今求められる支援者支援

することができたことで、後の支援計画を立案す

るのに役立った。また、情報共有会議の情報を安

平町と厚真町に持ち帰り、今後の支援活動計画を

検討した。

3．まとめ

　まもなく東日本大震災から8年が経過しようと

している現在、利用者の増大にも明らかなように、

EJセンターの地域における役割はますます重要

性を増している。上述した以外にも、昨年度に引

き続き、震災直後から被災地で遊戯療法を実施し

てきた仙台テラピ・ド・ジュ研究会、虐待の予防

活動を行ってきた日米親子ネットとの共同事業も

実施した。

　このようなEJセンターの活動成果は、国内有

力学会におけるシンポジウムにおいて報告され、

上述した以外にも、柴田・平野・足立は、2018

年8月にアメリカ合衆国サンフランシスコにて開

催されたAmerican Psychological Association 2018 

annual meetingの国際シンポジウムにて、足立、

平野、柴田はそれぞれ2018年3月に東北大学にて

開催された日本発達心理学会第29回大会におけ

る学会関連企画シンポジウムにて話題提供をおこ

ない、本センターにおける震災後の取組みをそれ

ぞれ報告した。一般社団法人となった本年度も、

継続して国内外の研究者および支援者と情報交換

を行うことができ、EJセンターの活動を国内外

に発信することができた。

　一方、筆者らがアウトリーチ活動で出会う保育

士、学童保育指導員、保健師の疲労の色は濃く、

あたかも震災から2、3年後の状態に戻ったかの

ようである。これは、震災の2次的、3次的影響

としての家族機能の低下と、それに起因する子ど

もの多様な問題行動の発生に、現場が対処しきれ

ないための現象と考えられる。西浦の北海道胆振

東部地震における支援報告からは、改めて心理支

援のニーズ把握の重要性が指摘された。迫り来る

メガ災害に備えるためには、波状的に被災地を襲

うであろう2次的、3次的課題にも対応できる国

家レベルでの支援者支援プログラムの構築が急が

れる。
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